
概

要

Ａ
社
は
弁
当
箱
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
簡
易
容
器
を
製
造
し
て
い
る
製

造
業
者
。
年
商
は
８
０
０
０
万
円
、
資

本
金
１
０
０
０
万
円
、
従
業
員
１０
名
。

１
年
前
に
Ａ
社
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り

元
金
の
返
済
猶
予
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
も
あ

り
売
上
げ
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
製
品
の
納
入
単
価
は
据
え
置
か
れ

た
ま
ま
で
、
原
油
の
高
騰
等
に
よ
り
原

材
料
費
が
増
大
、
利
益
率
が
大
幅
に
低

下
。
さ
ら
に
消
費
税
増
税
の
影
響
も
受

け
て
厳
し
い
経
営
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。

●

筆
者
は
中
小
企
業
の
担
当
者
か
ら
こ

う
し
た
相
談
を
受
け
る
機
会
が
多
い
の

だ
が
、
極
端
な
場
合
に
は
、
明
日
、
明

後
日
の
決
済
資
金
の
不
足
と
い
っ
た
切

羽
詰
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
資
金
繰
り
の
問
題
は
一
刻
を
争
う

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
至
っ

た
原
因
に
つ
い
て
、
経
営
者
た
ち
は
目

を
逸
ら
そ
う
と
す
る
。
抜
本
的
な
経
営

改
善
が
求
め
ら
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ

る
。

今
回
の
Ａ
社
の
ケ
ー
ス
で
は
、
喫
緊

の
対
応
課
題
と
し
て
「
資
金
繰
り
管
理

と
資
金
調
達
の
問
題
」
が
想
定
さ
れ

る
。
ま
ず
は
、
こ
の
問
題
を
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
、

こ
こ
に
至
っ
た
原
因
の
究
明
、
抜
本
的

な
経
営
改
善
に
向
け
た
課
題
の
設
定
、

対
応
策
の
実
行
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を

踏
む
こ
と
と
な
る
。

担
当
者
と
し
て
は
経
営
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
現
状
の

問
題
点
を
把
握
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

資
金
繰
り
を
日
次
で
管
理
し

予
想
と
実
績
を
比
較
検
討
す
る

�
資
金
繰
り
管
理
の
徹
底

多
く
の
中
小
企
業
は
、
管
理
会
計
と

は
縁
遠
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
従
業
員
へ
の
賃
金
、
原
材
料
仕
入

代
金
、
経
費
の
支
払
い
と
い
っ
た
資
金

繰
り
は
、
ま
か
り
間
違
え
ば
倒
産
の
危

機
に
直
面
す
る
。
業
績
が
悪
化
す
る
と

資
金
繰
り
の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
日
々
の
支
払
資
金
の
確
保
や
、
入

金
見
込
み
を
日
次
で
管
理
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
な
る
。

担
当
者
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
半

年
間
の
資
金
繰
り
予
想
を
策
定
し
て
実

績
と
の
比
較
を
行
い
、
資
金
繰
り
管
理

を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た

い
。さ

ら
に
、
日
次
管
理
に
よ
り
、
日
々

の
資
金
繰
り
予
想
と
実
績
を
比
較
検
討

す
る
こ
と
で
、
資
金
繰
り
管
理
を
常
態

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
運
転
資
金
確
保
へ
の
対
応

収
支
が
悪
化
す
る
と
資
金
繰
り
が
ひ

っ
迫
し
、
資
金
調
達
と
い
う
課
題
が
浮

上
す
る
。
Ａ
社
は
現
状
、
条
件
変
更
に

よ
り
返
済
猶
予
を
受
け
て
お
り
、
資
金

調
達
は
悩
ま
し
い
問
題
で
も
あ
る
。

筆
者
は
資
金
調
達
の
相
談
を
受
け
た

と
き
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が

運
営
す
る
「
資
金
調
達
ナ
ビ
」
の
活
用

を
勧
め
て
い
る
。

こ
の
サ
イ
ト
で
は
融
資
、
補
助
金
・

助
成
金
、
債
務
保
証
、
利
子
補
給
等
の

項
目
を
指
定
し
、
資
金
使
途
、
地
域
を

入
力
す
る
と
、
利
用
可
能
な
公
的
支
援

制
度
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
検

索
の
結
果
、
利
子
補
給
や
信
用
保
証
料

の
助
成
を
伴
っ
た
公
的
な
融
資
制
度
が

あ
れ
ば
、
利
用
を
打
診
す
る
こ
と
も
有

効
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

（
５
号
認
定
）
の
活
用
も
検
討
し
た

い
。
指
定
業
種
が
少
な
く
、
な
か
な
か

利
用
で
き
な
い
の
が
現
状
で
は
あ
る

が
、
制
度
の
案
内
、
利
用
の
可
能
性
を

検
討
す
る
こ
と
は
提
言
す
べ
き
だ
。

「
手
待
ち
時
間
の
短
縮
」な
ど

製
造
工
程
の
見
直
し
を
図
る

�
抜
本
的
な
経
営
改
善
へ
の
取
組
み

資
金
繰
り
は
喫
緊
の
対
応
課
題
で
あ

る
が
、
多
く
の
中
小
企
業
者
は
、
こ
の

問
題
が
解
決
で
き
る
と
万
事
う
ま
く
い

っ
た
と
思
い
が
ち
だ
。
だ
が
、
抜
本
的

な
経
営
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
危
機

は
繰
り
返
し
発
生
す
る
。

金
融
機
関
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
機
能
の
発
揮
は
、
経
営
難
に
陥
っ
た

取
引
先
の
抜
本
的
な
経
営
改
善
が
究
極

の
目
的
と
な
る
。
資
金
繰
り
と
い
っ
た

一
時
的
な
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

抜
本
的
な
経
営
改
善
策
で
経
営
基
盤
を

強
固
に
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
担

当
者
と
し
て
は
、
図
表
の
よ
う
な
流
れ

で
、
取
引
先
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

�
製
造
原
価
報
告
書
の
分
析

Ａ
社
の
よ
う
な
製
造
業
の
場
合
、
経

営
改
善
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
製
造
原

価
報
告
書
の
分
析
を
行
っ
て
製
造
過
程

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
製
造
業
は
一

般
的
に
、
製
造
過
程
に
多
く
の
問
題
が

存
在
し
て
い
る
か
ら
だ
。

製
造
原
価
報
告
書
の
分
析
で
は
、
原

材
料
費
、
労
務
費
、
製
造
経
費
と
い
っ

た
項
目
ご
と
に
検
証
し
、
問
題
点
を
抽

出
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
さ
ら

に
、
問
題
点
に
つ
い
て
経
営
者
等
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
実
際
に
工
場
・
倉
庫
等

の
現
場
を
視
察
し
て
現
状
を
把
握
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

�
問
題
点
の
抽
出
、
課
題
・
対
応
策
の

検
討

製
造
原
価
報
告
書
の
分
析
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
現
場
視
察
等
に
よ
り
、
改
善
に

向
け
た
取
組
課
題
を
明
確
に
す
る
。

「
手
待
ち
時
間
の
短
縮
」
が
課
題
で
あ

れ
ば
、
製
造
工
程
の
見
直
し
で
改
善
が

図
れ
る
場
合
も
あ
る
。
製
造
経
費
で

は
、
外
注
費
や
荷
造
運
賃
の
削
減
に
向

け
た
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

資
金
繰
り
管
理
、
製
造
過
程
の
見
直

し
と
い
っ
た
経
営
管
理
面
の
問
題
も
あ

る
が
、
抜
本
的
な
経
営
改
善
の
た
め
に

は
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
経
営

戦
略
面
か
ら
の
事
業
の
見
直
し
も
手
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
引
先
の
経

営
改
善
支
援
で
は
、
こ
の
よ
う
に
順
を

追
っ
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
の

だ
。POINT

�目先の資金繰りの解決だけでは
なく、抜本的な経営改善に取り
組むよう指導していく

�製造原価報告書の分析や経営者
等へのヒアリング、工場・倉庫
等の現場視察を踏まえて問題点
を抽出し、課題の解決を図る

CASE 1

売上げは増大しているものの
利益率が低下し資金繰りに
悩むプラスチック製造業A社

ケース
スタディ こんな経営状態の
取引先はこうサポートする

中小企業診断士

CASE１・２ 小池登志男
ここでは、抜本的な改善の必要がある取引先を挙げ、

本業支援をはじめとしたサポートの進め方を解説する。

●製造業の経営改善の流れ

製
造
原
価
報
告
書
の
分
析

�

分
析
結
果
か
ら
問
題
点
の
抽
出

�

課
題
・
対
応
策
の
検
討

�

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
行
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いま取引先の経営改善はこう進める
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